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要旨（文献「Abstract」から抜粋、翻訳） 

線形周期的微細構造は抵抗低減、生物付着、セルフクリーニング、超疎水性など、さまざまな用途で非常

に重要である。ただし、このような表面を実用的に適用するには大量生産技術が必要だが、非常に限定的

である。本研究では、フォワードロールコーティングの Ribbing 欠陥を制御することで線形周期的微細

構造を製造するための、シンプルでテンプレートを使用せずサイズ変更可能な製造技術を実証した。所

定の特性を持つ粘弾性ポリマーナノ複合材料を調合し、コーティング材料として使用した。Ribbing の不

安定性はプロセス条件によって制御され、結果として 114〜700μmの間隔で線状に整列した可変周期の

微細構造ができた。また Ribbing の不安定性が増加するにつれて、微細構造の配置は線状からランダム

に変化した。その表面は 1.6〜3.6 の範囲の高いWenzel 粗さ係数を持ち、水接触角は 128°〜150°であ

った。この線形微細構造フィルムは、抵抗低減表面の大量生産において重要な応用方法となりうる。高ア

スペクト比の微細構造フィルムは、超疎水性、セルフクリーニング性、防氷性、防生物付着性の表面にも

応用できる。 

 


